
2025 年度 講座・出前授業報告書 No.30 

開催日時 2025 年 11月 20日（木） 開始時間8：45 終了時間 12：25 

開催場所 谷口台小学校 

実施内容  ２極モーター  

学年、組、等 5年 1組 5年 4組 5年 3組 
参加児童数

計 

児童数 

出席 欠席 出席 欠席 出席 欠席 

27 1  26 2 29 1 82 

スタッフ 右記参照 実施機関スタッフ  6名 1／2時限：8名、3／4時限：6名 

１ 概要 

 1時限・2時限は2クラス合同開催53名で、3時限・4時限は 1クラス 29名で出前授業を行なった。 

リーダーから2クラス53名での合同開催は初めてなので、今まで以上に、児童達の協力が必要であ

るとの話しがあった。 

2クラス合同開催のため、別のクラスの名前を呼びながらのいつもと違う雰囲気の元、いつも通りＰ

ＰＴを使い、「モーターはどこに使われているか」の質問から始まり、いつも通りの工程で作業を進め

て、53名全員が2極モーター作り上げることができ、動作することも確認できた。 

3時限・4時限は1クラスなので従来のペースでの出前授業となり、このクラスも全員が2極モータ

ーを作り上げ、動作も確認できた。 

２ 実施内容 

1時限・2時限は人数が多いことから、1グループ9人を2班に分け、コイルを作り始める班と電池

ボックスを作り始める班に分けて製作することにした（ハンダ付け待ち時間短縮のため）。 

次に金具・ブラシを固定するためのネジ締め作業等を行なった。ドライバーを使ったネジ締め作業

で、堅い基板へのネジ締めはスタッフの力を借りての作業となった。 

作製した2極モーターに電池をセットし、回転子が回転すると、子ども達の気持ちが一変する（感動

のスイッチが入る）。この後、リーダーが演示品を使い、モーターの回転原理を説明することで、児童

は更に理解を深めていたようである。 

3時限・4時限の児童も同様に、ものつくりの達成感と回転原理を理解していたようである。 

３ 良かった点、課題点など 

① 二班に分けての作業は待ち時間短縮につながるようである（要検証）。 

② 回収品（ビニール袋、エナメル線巻用厚紙等）を入れる専用箱（袋）があれば良い。 

③ 二極モーター（見本品）で回らないのが5台ほどあったので原因を探る必要がある。 

④ 電極線のゼムクリップが錆？による折れ（2件）今後、注視する必要あり。 

⑤ 電池ボックスの見本が見当たらず、まわりから確認できるプラスチック専用箱が必要と考える。 

⑥ 堅い基板が混入している場合の対応策が必要と考える。 

⑦ 学校閉鎖のため、急遽２クラス合同で、多くのベテランスタッフ（8 名）を擁して対応したが、こ

れは例外的処置である。 

 

 

 

 

 

 

 

コイルの巻き/ネジの   2クラス合同授業風景   モーター製作風景   演示品での原理説明 

違いとタイムスケジュール 


